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　明るいという性格を持つ「白」、その「白」のイメージは真実さ、清浄
さ、純潔さ、善良さ、そして冷たさなどであると言われる。
　小川原は「白」のイメージを「白い画布に対面する者にとって、その白
さは怖い。底冷えに似た恐ろしさなのだ。すべてのものが 掩 い隠されてし

おお

まう色なのだ。なぜなら白の中からは何も見えてはこない」という。
　画家は白い画布の上に何かを置くことから始める。何色かの絵の具を恐
る恐る置く。入り口の白い樹は確か１２作ほどあったはずだ。小川原はこ
のシリーズが好きだと言っていた。
　私は「白」のイメージにこの白い樹のように妖艶さを加えたい。

�入り口の白い樹�

　雪解けの頃になると町内の道路はいたるところで泥沼と化していた
そうです。「馬の腹がつっかえて身動きが取れない」そんな状態だっ
たと言います。
　昭和３０年代まで国道５号線は、倶知安十字街から左折し、現在の
メルヘン通りを抜け北踏切へ、さらに酒造会社から右にカーブし峠下
へと続く、砂利敷きの幅員が４ｍ足らずの道でした。
　昭和２３年４月、北海道乗合自動車が倶知安－岩内間に１日１往復
のバス運行を始めました。
　５号線が現在のルートに切り替わり小沢まで舗装道路となったのは
昭和４１年のことでしたので、それまでは、バスはでこぼこ道をガタ
ゴトと走っていました。
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１９９２年　小川原 脩 画

３３７回

広報くっちゃん４月号
ＮＯ．９８７
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　北陽小学校卒業式。式を終

えた６年１組２７人は、最後の

学級会で、思い出の映像を見

たり、先生に一人一人感謝の

気持ちを伝え、別れのあいさ

つをしました。
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